SONY. 


CybGP-shot 


デジタルスチルカメラ 



DSC-T300 

Ci3 InfoLITHIUM 


r サイパーショット パンドブック7、 
r サイパ~シヨットステップアップガイド」もご覧りはい。 


辱 


付属の CD - ROM に収録されている r サイバーシヨット八ンドプック （ PDF 形 
式)」と r サイパーシヨットステップアップガイド旧 ash お式)」では、本機の詳 
細な活巧方法を説明しています。パソコンでご覧ください。 


電気製品はま全のためのま意事項を守6ないと、 

火がや人身事故になることぴありまず。 

この取损説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたをおしています。本書をよ<お 
読みのラえ、製品!を安全にお使いくださし、お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管して 
<ださい。 


A 警告 


◎ 2008 Sony Corporation 


3-288-701-01(1) 




お使いになる前に必ずお読みください 


内蔵メモリーおよび"メモリースティッ 
クデュオ"のバックアップについて 

アクセスランプ点な中に電源を切ったり、バッテ 

U — や"メモ1」ースティックデュオ’を取り出したり 

すると、内蔵メモ U - のデータや"メモ|」ーステ ィッ 

ク デュオ" の データび 壊れる ことび あります。 デー 

夕な護のため必ず y V "ックアップをお取りください。 

I 録画•再生に際してのごま意 

• 必ず事前にためし撮りをして、正常に記録されて 
いることを確認してください。 

• 本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 r 使 
巧上のごを意」もご覧ください (33 ページ)。 

• 本機をめらさなレでくださレ。水滴び内部に入り 
込むと、故障の原因になるだけでなく、修理でをな 
<なることちあります。 

• 曰光および強い光に向けて本機を使巧しないでく 
ださい。故障の原因にな0ます。 

• 強力な電波を出ずところや放射線のある場所で使 
わないで < ださい。正し < 撮影•再生びでさないこ 
とびあります。 

• 砂やほこりの舞っている場所でのご使用は故障の 
原因になりまず。 

• 結露び起きたときは、結露を取り除いてからお搜 
い< ださい (33 ベージ)。 

• 本機に振動や衝撃を与えなレでくださレ。誤作動 
したり、画像び記録できな<なるだけでなく、記録 
メディアび使えな < なった D 、撮影済みの画像 
データび壊れることびあります。 

• フラッシュの表面のミちれは取り除いてください。 

葬光による熱でフラッシュ表面の巧れび変色した 
り、貼り付いたりすると、充分に発光で舌ない場合 
びお D まず。 

I 液晶画面についてのごミち意 

• 液晶画面は有効画素弓 9.9 弓％け上の非常に精密度 
の高い巧術で作られていまずび、黒い点び現れた 
り、白やホ、青、緑の点び消えないことびありまず。 
これは故障ではありません。これらの点は記録さ 
れません。 

• 液請画面に水滴などびついて需れてしまった場合 
は、すぐに柔らかい巧で&き取ってください。放置 
すると液晶画面の表面び変質した D 劣化して故障 
の原因になります。 


I 画像の互換性について 

• 本機は、（社)電子情報技術産業協会 CIEITA ) にて制 
をされた続一規格 " Design rule for Camera File 
system " ( D 〔 F ) に巧応しています。 

• 本機で撮影した画像の他機での再生、他機で撮影/ 
修正した画像の本機での再生は保証いたしません。 

I 著作権について 

あなたびカメラで撮影したちのは、個人として楽し 
むほかは、普作権法上、権利ちに無挪で使用できませ 
ん。なお、実演や興業、展示物などの中には、個人と 
して楽しむなどの目的があってち、}最影を制限して 
いる墙合があ0ますのでご注意 < ださい。 

1" 電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協 
議会 (vca) の基準に基づくクラス目情報技術装 
置です。この装置は、家庭環境で使用ずることを 
目的としていまずび、この装置びラジオやテレビ 
ジョン到言機に近接して使用されると、受信障害 
を引き起こずことびありまず。取扱説日月書に従つ 
て正しい取り扱いをして < ださい。 


I 撮影内容の補償はできません 

万一、カメラや記録メディアなどの不具合により撮 
影や再生びされなかった摇合、画儘や音声などの記 
録内容の補償については、ご容赦ください。 

I 表。言語について 

本機では、日本語のみに対応しています。その他の言 
語には変更でさません。 


2 






EMI まをのために 


34〜36ぺージも 
あわせてお読み < ださい。 


誤った使いかたをしたとをに生じる感電 や 傷害 
など人へのを 害、また义災 などの財産への 損害を 

未然に防止するため、次のことを必ずお守0 くだ 
さい。 



r ま全のために」のま意事項を守る 


定期のに点検ずる 


1年に1度は、電源プラグ部とコンセントの間にほこり 
びたまっていないか、電源コードに傷びないか、故障し 
たまま使用していないか、などを点検してください。 


故障した6使わない 


カメラや AC アダプター、バッテ U — チャージャー 
などの動作びおかしくなったり、破損していること 
に気びついたら、すぐにソこ一の相談窓□へご相談 
<ださい。 


警告表示の意味 

この取扱説明書や製品では、次のよ 
ラな表示をしています。 


拉危阔 

この表示のおる事項を守らないと、 
極めて危険な状況び起こり、その結 
ま大けびや死 t にいたるち害が発 
生します。 


A 警告 

この表示のある事項を守らないと、 
思わめ危険な状況び起こり、その結 
ま大けびや死 t にいたるち喜が発 
生することびあります。 


[A 產思 I 

この表示のある事項を守らないと、 
思わめを険な状況び起こり、 

けがや財産に損害を与えることびあ 
0ます。 


万一、異常び起きた5 


変な音•においがした5 
煙が出た5 


〇電源を切る 
© 電池をはずず 
0ソニーの 相談窓 □に 
連結する 


裏表紙にソニーの相談窓口の連結先びあります。 


画 万一、電池の液漏れが起きた5 


〇ずぐに乂気か日遠ざけてくださし1。漏れた液や 
気体に弓 I 火して発火、破裂のおそれびありまず。 
〇液び目に入った場台は、こず5ず、すぐに水道水 
などきれいな水で巧分にミホったあと、医師の治 
療を受けてください。 

包液を口に入れたり、なめた場合は、すぐに水道水 
で口を洗ミきし、医師に相談してください。 

〇液が身体やを服についたときは、水でよく洗い 
流してください。 


注意を促ず記号 


A 

A 

乂が 

感電 

巧為を禁止ずる記号 


0 


禁止 

分解禁止 



めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 



〇 

つラグをつン 
セントから巧く 

指示 

電池について 



安全のためにの文中の r 電池」とは、 
r バッテ U - バック」も含みます。 
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準備ずる 


付属品の確認をしてください 

万一、不足の場合はお買い上げ店にご相談ください。 


•バッテ U - チヤージヤ ー BC - CSD ( I ) 



• IJ チャージャスレバッテリーパック NP - 
BD 1 (1)/バツテ U - ケースり） 



• マルチ端モ専巧 USB • A / V ケースレり） 



• CD-ROM (1) 

ーサイバーショットアフ I 」ケーションソフト 
ウェア 

-「サイバーショット A ンドブック」 

一「サイバーショットステッフアツフガイド」 
•取扱説明書(本書） （1) 

•保証書 （1) 


U ストストラップについて 

落下防止のため、ストラップを取り付け、手をとおして 
ご使用ください。 



ペイントペンについて 

• 静止画に描き込みをすると去に使います。 
• ペイントペンは、図のようにリストスト 
ラップに取り付けることび出来ます。 

• ペイントペンを持って、本機を持ち運ばな 
いでください。本機び落下するおそれびあ 
ります。 
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準備 1 :バツテリーを準備ずる 



〇 バッテリーをバッテリーチャージャーに取り付ける。 

0 電源プラグを引き起こし、壁のコンセントに取り付ける。 

CHARGE ランプび点打して、充電を開始します。 

CHARGE ランプび消打すると、充電終了です(実用充電)。そのまま約]時間充電を続 
けると、若干長くバッテ U —を使ラことびでさまず(満充電)。 

• バッテ U - チヤージヤー(付属)はを世界 ( A 〔100 V 〜 240 V ，50/60 Hz ) で使えます。ただし、地域に 
よっては壁のコンセントに差し込むための変換プラグアダフターび必要になる場合びあります。 


I 巧電時間 


満充電 

実用充電 

約220分 

約160分 


• バッテ U - 咐属)を使い切ってから、温度25での環境下で充電したときの時間です。使用状況や環境 
によっては、長くかかります。 

•撮影/再生可能時間と枚数については2弓ページをご覧ください。 

• バッテ U —チャージャーを取り付けるときは、お手近なコンセントをお使いください。 

• 充電び完了して CHARGE ランプび消えてち電源か5は遮断されません。使用中、不具合び生じたとを 
はすぐにコンセントからプラグを抜き、電源を遮断してくださし、。 

• 充電び終わったら、バッテリーチャージャーをコンセントか5抜さ、バッテ1」一をバッテ1」ーチャー 
ジャーから取り出してくださし、。 

• 必ずソニー製純正バッテ IJ 一をお使いください。 
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準備 2: ルツテリー/"メモリースティックデュオ" 
(別売)を入れる 


〇バッ テリ-/ 〇 包 

"メモリースティック 
デュオ"カバー 




図のよラに取りはずしつまみと 
バッテリーの ▲ マークの頂点を 
合わせ、バッテリーの端で取りは 
ずしつまみを巧しなびら入れる 


〇 バッテリー/" メモリースティックデュオ"カバーを開ける。 
0 "メモリースティックデュオ"（別売)を入れる。 

0 バッテリーを入れる。 

〇 バツテリー/" メモリースティックデュオ"カバーを閉じる。 


1" メモリースティックデュオ"を入れていないときは 

本体に内蔵されているメモリー(約 15MB) に画像を記歸したり、再生したりする。 
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I バッテリーの残量を確認ずるとさは 

POWER ボタンを押して電源を入れ、液晶画面で確認する。 


残量表示 

画 

画 

画 

画 


バッテリー 
残量の目を 

充分ある 

みし減った 

みな<なった 

撮影、再生び 
ちラすぐ 
でさな<なる 

充電済みのバッテリー 
と交換するか、充電 
する(警告表示び点滅） 


• NP - FD 1 バッテ U - 側売)をお使いになると、残量表おの後に分表示（[^3|60分)も出ます。 
• 正しい残量を表示するのに約1分かかります。 

• 使用状況や穩境によっては、正しく表示されません。 

• お買い上げ後、初めて電源を入れた時は、時計設定画面び表おされまず (9 ページ)。 


I バッテリー/"メモリースティックデュオ"を取り出ずときは 

バッテリー/"メモリースティックデュオ"カバーを開いて取り出す。 


"メモリースティックデュオ" 


バッテリー 


アクセスランプび 点なしていないこ 
とを確認して、"六モ U —スティック 
テュオを押す。 



取りはずしつまみを ずらす。 
バッテ1」一び落下しないよラ 
にご注意ください。 



• アクセスランプ点灯中は、バッテ U — /"メモ U —スティックデュオ"を取り出さないでください 。デー 
夕び壊れることびあ0ます。 

• NP - BD 1 バッテ I 」一（付属）は本機でのみお使いください。 


8 











準備 3 :電源を入れ、時計ををわせる 


レンズ 


Opower ボタン 




r 


rfr 


斗 



0 レンズカバ- 


©タッチ パネル 


P 


-図の部分をおさえて 
‘レンズカバーを下げ 
る。 




レンズカバーは2 
枚で構成されてい 
ます。内側のカバー 
をおさえないで< 
ださい。 


〇 POWER ボタンを巧すか、レンズカバーを開ける。 


• レンズカバーを下げるとさは、強く押しすぎないでください。 

0 画面上のボタンをタッチして(細れて）、時計を合わせる。 

1 希望の曰付表お設定をタッチして、巨）をタッチする。 

2 設定する項目をタッチしてか5、 ▲/ ▼をタッチして数値を設定する。 
3 [実行]をタッチする。 


• 本機には画像に曰付を挿入する機能はありません。 CD - ROM (付属）に収録されている 「Picture 
Motion Browser 」 を使用ずると、日付を入れて保を/印刷びできます。 


• 真夜中は1 2:00 AM 、 正午は1 2:00 PM です。 



I 時計台わせをやり直ずとさは 

[ HOME ] をタッチして、 a 簡定)から[©時計設駐を選ぶ（19、20ぺージ)。 

I 電源を入れたとさのごま意 

• 本機にバッテ U - を取り付けた乾操作びできるまでに時間びかかることびあります。 

•バッテ1」一使巧時に、電源を入れたまま約3分間操作しないと、バッテ1」一の消耗を防ぐために自動で 
電源が切れます(オートパワーオフ機能)。 
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タッチパネルの操作について 


本機は画面上のボタンを指で軽くタッチして(軸れ 
て)設定します。 

• 設定したし觸目びないときは、►をタッチしてページ 
を変スる。 

• [目 ACK ] または [X] をタッチすると、 1 つ前の画面に戻る。 

• [0 のをタッチずると次の画面に進みます。 

• 撮霖時、画面ち上をタッチしていると、ボタンやアイコンび 
一時的に消えます。指び離れると再び表示されます。 



タッチしても反応しにくい場合は、キヤ U ブレー 
シ ヨンを行います。 

の [ HOME ] をタッチして、 さ (設思か日 [ vT 本体設定]一 
悼ヤ I 」プ レーシヨ ン]を選ぶ。 

运)ペイントペンを使って、画面に表示される X マークの中む 
を巧す。 


X 

キヤ U ブレーシヨン 

Xマークを巧して<ださい 
[ キャンセルI 
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撮慕ずる 


マイク 

フラッシュ 



〇 レンズカバーを開ける。 

0 脇を締めて構え、構図をミ夫める。 



被写体をフレーム 
中央部におさめる 


•画面をタッチすることにより、ピントを合わせたいポイントを選ぶことをでさます。タッチした場 
所に顔び検出された場合は画面ち上に[ジ、それながの場合はび表おされます。 

シャッターボタンで撮影する。 


静止画のとを： 

1 シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせ 
る0 

緑の ♦ ( AE/AF □ック表示)び点滅し、 r ピピッ」とい 
ラ音びして点なします。 

2 シャッターボタンを深く巧し込む。 



AE/AF □ック表示 


動画のとさ： 

撮影モード設定ボタンをタッチして、 IHI (動画撮影)を選ぶ（12、13ページ)。 


• ピントび合う最短距離はレンズ先端から W 側約 8 cm 、 T 側約 80 cm です。 


ズームずるには： 

ズーム ( W / T ) レバーを T 側にスライドするとズームし、 W 側にスライドすると戻り 
ます。 
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画像サ^ズ/セルフタイマー/撮影モード/フラッシュ/マク □/ 
画面表示 


タッチパネルに出て<る基本的なボタンについて説明します。 
ボタンをタッチして、設定し終わったら、 [0 K ] をタッチする。 







lESI — ® 


田画像サイズ 
回セルフタイマー 
回撮影モード 
团フラッシュモード 
固マク□/拡大鏡 
固 D に P (撮影画面表示設定) 


I 圓 画像サイズを変える 

画面の画儘サイズ設定ボタンをタッチする。 


静止画のとさ 

@1: A 3 ノビまでの印刷に適したサイズで撮該します 
厉い A 4 までの印刷に適したサイズで撮影します 
面い L 72 L 判までの印刷に適したサイズで撮該します 
庶い E メール添付に適したルさいサイズで撮影します 
损：縦横比3:2で撮影します 

损9+# :八イビジョンテレビ表おや A 4 までの印刷に適しています 
损/ : A イビジョン対応テレビでの鑑賞に適しています 
*1 目:9サイズでは画面いっぱいに表示されます。 

動画のとを 

品(ファイン）： テレビに適したサイズに高画質で撮該します 
lifo (スタンダード）： テレビに適したサイズに標準画質で撮慕します 
な 5 o:E 六 ー ル添付に適したルさいサイズで撮影します 


I ろ） セルフタイマーを使ラ 

画面のセルフタイマー設定ボタンをタッチする。 

公 OFF : セルフタイマー解除 
公0 :セルフタイマーを10秒をに設定 
公2:セルフタイマーを2超)をに設定 

シャッターボタンを押すと、セルフタイマーランプび点滅して r ピッピッピッ」と操作 
音び鳴0、撮影び開始されます。 
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lO 撮影モードを切り換える 

画面の撮影モード設定ボタンをタツチする。 


^3 

オート 撮影 

カメラまかせで自動撮影。 


プ□グラムオート 撮影 

露出（シャッタースピードと絞り）は本磯び自動設定。 
それし U がの設定は、メニューで設定。 

1 I 

画面下部に、フォーカス、測光モード、 ISO 、 EV のボタ 
ンび出る。 


シーンセレクション 

あらかじめ撮影状況にをわせて用意された設定で撮 
影。 

EASY 

かんたん 撮影 

見やすい表示で簡単に撮影。 

回 

動画撮影 

音声つさで動画を撮影。 


シーンセレクション 

巧21 をタッチしたあと、設定したいモードを選ぶ。 


ISO 

高感度 

暗いところでちフラッシュを使わずに撮影。 

巧 

スマイルシャッター 

笑顔を検出すると自動で撮影 （ 15ページ)。 

お 

ソフトスナップ 

人や花などを優しい雰囲気で撮影。 

四 

風景 

遠景にピントををわせて撮影。 

シ 

夜景& 人物 

夜景と手前の人物を同時に撮影するとさ、人物を隙立 
たせて撮影。 

J 

夜景 

夜の暗い雰囲気を損なわずに撮影。 

に 

ビーチ 

海や湖などで水の青さを鮮やかに撮影。 

を 

スノー 

雪景色を明る < 撮影。 

觸 

打ち上げ巧乂 

打ち上げ花火ををれいに撮影。 

m 

水中 

ノ V ウジング(防水ケース)を装着したとさ、水中ををれ 
いに撮影。 

ザ 

高速シャッター 

明るい場所で動をのある被写体を撮影。 
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I タフラッシュ（静止画のフラッシュモードを選ぶ） 

画面のフラッシュモード設定ボタンをタッチする。 

ろ AUTO : フラッシュオ ー S 

光量不足または逆光と判別したとを発光(お買い上げ時の設定)。 

そ：フラッシュ強制発光 
おし：ス □-シンク □ (強制発光） 

腊い場所ではシャッタースピードを遅くし、フラッシュび届かない背景を明るく撮影。 

®: フラッシュ発光禁止 

I ぶマク□入/}広大鏡モード撮影(被写体に近接して撮る） 

画面のマク□撮影/拡大鏡モード撮影設定ボタンをタッチする。 

遠景から近接まで自動でピントを合わせる。 

通常はこのモードにする。 

瓜マク□入 

近接する被写体を優先してピントを合わせる。 

近くのちのを撮る場をに使巧する。 

、仪：拡大鏡入 

W 側固定：約1〜 20 cm 

I 画面表示を切り換える 

画面の [ DI 5 P ] をタッチして画面表示を切り換える。 

表示設定： 画面のボタンやアイコンを表おするかどラか設定します。 

レー刀レ]、[シンプル]、[画像のみ]から選べまず。 

ヒストグラム表示： 画面にヒス ト グラムを表おするかどラか設定します。 

画面の明るさ ：液晶画面の明るさを設定します。 
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スマイルシャッターモードで撮影ずる 

笑顔を横出すると自動で撮影します。 

〇 撮影モードの田 a (シーンセレクション）をタッチして、®(スマイルシャッ 
ターモード）にする （1 3ページ)。 

0 シャッターボタンを深巧しする。 

スマイルシャッターびスタンバイにな0ます。 

スマイル検出マーク/撮影巧数 
スマイル検出枠(オレンジ色） 

スマイル検出感度インジケーター 

現在の笑顔のレベルを表します。 

設定したスマイル検出感度のレベル(◄の位置）に達するたびに自動でシャッターを切 
D 最大6枚撮影します。撮影後、スマイルシャッターランプび点灯します。 

0 ちラー度シャッターボタンをミ果押しして終了する。 

• "；><モ|」ースティックデュオ"/内蔵メモ U —びいっぱいになるか、自枚撮影されると自動的に終了しま 
す。 

• [スマイル検出]で優先的に笑顔を検出する被写体を選択ずることびできます (22 ページ)。 

• 笑顔び検出されない場合は一[スマイル検出感度] (22 ページ)を設定してください。 

• シャッターボタンを深押しした後にスマイル検出枠(オレンジ色)の表おされているラちの1人び笑え 
ばシャッターび切れます。 

• シャッターボタンを深押しした後にカメラと被写体の距離び変わると、ピントび合わなくなる場合び 
あります。また周囲の明るさび蜜わったりすると、露出び合わなくなる場合があります。 

• 下記のよラな場合は正しく顔検出でさないことびあります。 

一 暗すざる、または巧るずざる場合 

- サングラス、マスク、帽モなどで顔の一部び隠れている場合 
一 顔びカメラに向いていない場合 
• 状況によっては笑顔が正しく検出でさない場合びあります。 

• デジタルズームは使えません。 

• スマイルシャッターがスタンバイのときズーム倍率を変えられません。 


r f©ii 1— 

!- 

，’ |L’ 

- 

ご！ 

4 
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再生ずる/削除ずる 


〇 因(再生)ボタンを巧ず。 

電源び入っていないが態でち [ EI (再生)ボタンを巧すと電源び入り、再生モードにな 
ります。もう一度(再生)ボタンを巧ずと撮影モードになります。 

〇 画面の I ◄(前)/ wG 欠)で画像を選ぶ。 

動画のとを：►で再生します。 

早送り•巻を戻し： 

(通常再生に戻るには ►) 

音量調節：動画再生中、か。 L をタッチしてか/り-で調節。 

音量調節画面を消すには、[終了]をタッチ。 

再を中止： ■ 

• 当社の従来モデルで撮影した画像は再生でさない場合びあります。 

[ HOME ] をタッチして、 D (画像再生)の[ご占フオルダビュー]を選んで再生する。 

Iffi 削除ずる 

1削除したい画像を表示し、面销 U 除)をタッチする。 

2 [実行]をタッチする。 

巧 再生ズーム(拡大して見るとさは） 

静止画を再生中にタッチするとその部分び拡大されます。 

ズーム 位置変更 
巧巧： 倍率変更 
な： ▲/▼/◄/ ►を表示/非表示 
[ BACK ] : ズーム中止 

• ズーム ( W / T ) レバーを T 側にスライドしてわズームすることびでさます。 

W 側にスライドすると戻ります。 
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I 因 一覧表示画面を使ラ 

H (インデックス)をタッチして、一覧表示画面に切り換える。 

Z / なをタッチしてページを送 D / 戻し。 

サムネイル画像をタッチすると]枚再生画面に戻ります。 

• 初期設定では、日付ビュー（"メモ U - スティックデュオ"使巧時)またはフォルダビュー(内蔵メモリー 
使用時)で表示されます。ホーム画面の D (画像再生)でビューモードを変えることびできまず (2 日 
ぺージ)。 

• 一覧表お画面で [ DISP ] をタッチすると、]2枚と20枚で表示枚数を設定することびできます。 

I 一覧表示画面で削除ずる 

1 一覧表お中に 面销 U 除)をタッチする。 

2 サムネイル画像をタッチする。 

選択した画像に V マークびつきます。 

削隙を中止するには、取り消したい画像をもラー度タッチしてマークを消します。 

3 巨）をタッチして[実行]をタッチする。 

• 日付巧/フォルダ内すベての画像を削除ずるには、ニュー画面の 面销 リ除)から町 国 （日付内全て）/ 

面 i (フオルダの全て)を選び、[実行]をタッチします。 


I スライドショー（連続再生)をずる 

1巧 (スライドショー）をタッチする。 

2 [実行]をタッチする。 

BGM は[エフエクト]にあわせて変更されます。また、お好みの BGM と入れ換えることも 
でさます。 

BGM を入れ換えるには下記の方法で行います。 

© [ HOME ] をタッチして巧(スライドショー)か 5[ J ] 目 GM ツール]一旧 GM ダウン □- 
问を選ぶ（19、20ぺージ)。 

© CD - ROM 〔付属）に収録されているソフトウエアをパソコンにインス I ルする。 

感本機とパソコンを USB ケーブルでつなぐ。 

④パソコンにインストールされた 「 MusicTransfer 」 を起動して、巧を変更する。巧の変更 
について詳しくは、 「 MusicTransfer 」 のヘルプをご覧ください。 
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I テレビで見る 

マルチ端テ専用ケーブル(付属)で本機とテレビを接続する。 



マルチ端子専用ケーブル 


八イビジョン TV で見るときは、 HD 出カアダプターケーブル(別売)び必要です。 

• 画像サイズを1目：引こして撮影すると、画面いっぱいに表示できます。 

• HD 出力時は、動画は再生できません。動画を再生するときは、コンポーネント出力を [ SD ] にしてくだ 
さい。 


18 















機能を使いこなすーホーム / メニュ ー 


ホーム画面の操作方ま 

ホーム 画面とは、本機の機能の乂〇□になる基本の画面です。 
撮影 モー ド/再を モー ドにかかわらずアクセス巧能です。 

〇 [ HOME ] をタッチし、ホーム画面を表示ずる。 





項目 


HOME 


〇 設定したいカテゴ U - をタッチずる。 

0 カテコ' U - 内の設定したい項目をタッチずる。 



機能ガイド 

機能ガイドび出る場合は [0 K ] をタッチして巧 
に進んでください。 


I ■(メモ U - 管理)、 a (設定)カテゴ U - を還んだときは 



し 0 


I 


キヤリフレーシ a ン 


「スマイルデモモード 


U- 


■ガイド 


1 設定を変更したい項目にタッチする。 

• W メモリー管理)を選んだとさは、モリーツール]をタッチします。 
2 画面ち側の ▲/ ▼をタッチして、他の項目を表おする。 

• sS (設定)を選んだときのみの動作です。 

3 設定を変更したい項目をタッチして [ OK ] をタッチする。 

4 希望の設定値をタッチする。 

• [ X ]または旧 ACK ] をタッチすると元の画面に戻ります。 
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操作方法は 19 ぺージ 


ホ " ム — 見 



[ HOME ] をタッチすると下記項目び表示されます。 

本機の画面には、設定でさる頂目のみび表示されます。 

各頂目の詳細は、ガイドに表示されます。 


カテゴリー 

項目 


〇撮影 

撮該 


〇画像再生 

曰付ビュー 
フオルダビュー 
お気に入り 


巧 スライド シヨ ー 

スライドシヨー 

BGM ッール 

BGM ダウン□ー ド 

BGM フオーマット 

占印刷 

印刷 


■ メモリー管理 

；><モリーツール 

メモ U —スティックツール 
フオーマット 
記録フォルダ変更 
内蔵メモ U —ツール 
フオーマット 

記録フォルダ作成 
コピー 

苗設定 

本体設定 

本体設定1 
操作音 
設定リセット 
八ウジング 
本体設定2 

USB 接続 
ビデオ信号出力 

機能ガイド 
キヤリフレーション 
スマイルデモモード 

コンポーネント出力 

TV タイプ 


撮該設定 

撮影設定1 

AF イル S ネーター 

AF モード 
撮影設定2 

縦横判別 

グ IJ ッドライン 
デジタルズーム 

オートレビュー 


時計設定 



表お言語* 



* 本機では曰本語のみに対応しています。その他の言語には変更でさません。 
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メニュー画面の操作方法 


〇 [ MENU ] をタッチし、メニューを表示ずる。 



機能ガイド 


• モードの違いによ0表示される項目び異なりまず。 

〇 設定ずるメニュー項目をタッチずる。 

• 設定するメニュー項目びかくれている場合は， ▲/ ▼をタッチして表示する。 

0 希望の設定項目をタッチずる。 

〇 [0 K ] をタッチして、メニュー表示を消ず。 
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操作方法は 21 ぺージ 


メニユ ーー 覧 

本機の状態(撮影時/再生時)や撮影モードによって、設定でをるメこユー頂目は異なり 
ます。本機の画面には、設定できる項目のみび表示されます。 


撮影時に表示されるメニュー 


画像サイズ 

かんたん撮影のとを、画像サイズを設定ずる。 

フフツンユ 

かんたん撮影のとを、フラッシュの設定を選択する。 

顔検出 

人物の顔を検出し、ピントなどををわせる優先対象を設定する。 

スマイル検出 

スマイルシャッター機能の優先対象を選択する。 

スマイル検出感度 

笑顔を検出する感度を設定する。 

撮該モード 

連写を設定する。 

おまかせシーン認識 

カメラびシーンを判断して撮該する。 

EV 

露出を手動補正する。 

測光モード 

画面のどの部分で光を測るか(測光)を設定する。 

フ オー カス 

ピント合わせの方法を変更する。 

ホワイトバランス 

撮該場所の光のが況に合わせて画像の色合いを調整する。 

水中ホワイトバランス 

水中での色合いを調蕾する。 

フラッシュレベル 

フラッシュの発光量を調節ずる。 

ホ目軽減 

赤目軽減機能を設定する。 

DRO 

明るさとコントラストを最適化する。 

カラーモード 

画像の鮮やかさを蜜えたり、特殊効果を加えて撮影する。 

手ブレ補正 

手ブレ補正の種類を設定する。 

撮該設定 

撮該機能を設定する。 
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海操作方法は 21 ページ 


再生時に表示されるメニュー 


国(日付リスト） 

再生する曰付を選択する。 

な(画像絞込み） 

条件に合ラ画像を絞り込んで巧生ずる。 

〇(お気に入り登録/解除） 

画像をお気に入りに登録/解除する。 

cJBP (ビューモード） 

ビューモードの切り換えを行ラ。 

m (ワイドズーム表示） 

静止画を1ら9で表おする。 

巧)(スライドシヨー) 

スライドショー（連続再生)を設定、実行する。 

〇加工） 

画像に特殊な加工をする。 

を?(ペィント） 

静止画へ描を込みをして別ファイルとして保をする。 

( g いマルチリサイズ） 

用途に合わせて画像サイズを蜜更ずる。 

而销 u 除） 

画像を削除する。 

グ(プロテクト） 

画像を誤って消さないよラに保護(プ□テクト)する。 

DP0F 

プ U ントしたい画像にプ U ント予約マークを付ける。 

占(印刷） 

PictBridge 対応プリンターを接続して印刷する。 

E 個転） 

静止画を左ちに回乾する。 

亡 1( 再生フォルダ選択） 

再生したい画像の入っているフオルダを選ぶ。 

づ ( 音量設定） 

音量を調節する。 
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パソコンを活用する 


本機で撮影した画像をパソコンで見ることびでさます。 

また、 CD-ROM (付属）に収録されたソフトウエアを活用できます。詳しくは、 〔 D - 
ROM (付属)に収録された r サイバーシヨット八ンドブック」をご覧ください。 


USB 接続時 • [Picture Motion Browsed 使用時の推奨環境 



Windows をお使いの場合 

Macintosh をお使いの場合 

USB 接織寺 

Windows 2000 Professional 

SP 4 、Windows XP * SP 2、 
Windows Vista * 

Mac OS 9.1/ 弓.2、 

MacOSXCvlO . l 〜 vlO .5) 

「Picture Motion 
Browser 」 使用時 

Windows 2000 Professional 

SP 4 、Windows XP * SP 2、 
Windows Vista * 

非対応 


* 目4 bit 版は除をます。 

• 工場出荷時に上記いずれかの 0 S がインストールされている必要びあ0ます。 

• USB 接続非が応のパソコンの場合は、モ IJ ースティックス n ットにて画像を取り込むか、市販のメモ 
IJ ースティック1」ーダーライターをお使いください。 

• サイバーシヨットアプリケーシヨンソフトウエア 「Picture Motion Browsed の動作環境について詳し 
くは、「サイパ‘ーシヨット八ンドプック」をご覧ください。 
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r サイバーシヨットパンドブック」を見る 


「サイバーシヨットノ V ンドブック」は、 
CD-ROM (付属）に収録されており、本 
磯の詳細な活用ち法を説明しています。 
ご覧になるには Adobe Reader び必要 
です。 

I Windows をお使いの場合 

1 パソコンの電源を入れ、 CD-ROM (巧 
属）を、 〔 D - ROM ドライブに入れる。 
liTF の画面び表示されます。 



[サイバーショット八ンドブック]ボ 
タンをクリックすると、「サイバー 
ショット八ンドプック」をインストー 
ルする画面び表示されます。 

2 画面の指示に従って、「サイバーショッ 
卜八ンドブック」をインストールする。 

• r サイバーショット A ンドブック」を 
インストールすると、同時に「サイバー 
ショットステップアップガイド」をインス 
トールされます。 

3 インストールび完了したら、デスクトッ 
プ上のショートカツトから起動する。 


1 Macintosh をお使いの場合 

1 パソコンの電源を入れ、 CD-ROM (付 
鼠を CD - ROM ドライブに入れる。 

2 [ Handbook ] - UP ] の順に選び、 [ JP ] 
フオルダー内の" Handbook . pdf ’ をパ 
ソコンにコピーす る。 

3 コピーび完了したら、 " Handbook , 
pdf をダブルク IJ ックする。 
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画面の表巧 


[ DIS 円をタッチして画面表示を切り換 
えることができます （14 ページ)。 

I 静止画撮影時 



• EASY は'んたん撮影)のときは、表示されるア 
イコンは制限されます。 


I 動画撮影時 




田 


表示 

意味 

画 

バッテ U —鶏量 

麵 

バッテ U —プ U エンド 

Si 鼠励 
庶 A 鹿麻 + 

损 9 

Irne Istd 

画像サイズ 

が 

PictBridge 接続 


W 1 

i 

スマイル検出感度 
インジケーター/撮該枚数 

Xl.3sQpQ 

ズーム 

国 口 1 口 2 口 3 
の 4 で日で 6 

ビューモード 

化々な 
も A も 

画像絞込み 

の 

お気に入り 

On 

プ□テクト 

DP 0 F 

プ U ント予約 7 —ク 

み X2.0 

再生ズーム 
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回 


表示 

意味 


手プレ補正 

伽 

記録フォルダ 

应> 

再生フォルダ 

96 

記録可能枚数 

8/8 

画像番号/再生フォルダ内 
画像枚数 

00:25:05 

記録可能時間(時：分：秒） 

□巧 

記録/再生メディア 
("メモ IJ ースティック 
デュオ"、巧蔵；><モリー） 


Pi 幻 Bridge 接続中 

凸面田 

フォルダ移動 

+ 

が J が 因 
が 

おまかせシーン認識 

<§> 

ホ目軽減 

そ+ろ- 

フラッシュレベル 

田 

フラッシュ巧電中 

圖驟驟 

削 

撮青ミモード 

と]化][化 

顔検出/スマイル検出 

回 

測光モード 

曲 00 

フ オー カス 

►con 

AF イル S ネーター 

1(化 

手プレ警告 

[W 

タッチ AF 表示 

■圓 

八ウジング 

、ツ ' A 

水 A 扁1 
獻黨 3みが。 

WB WB 

•1 W 2 

ホワイトバランス 

が区 牛 

Mt 

カラーモード 


图 


表示 

意味 

*■ ■* 

AF 測距枠 

公。公 2 

セルフタイマー 

晒哪… 

DR0 

琴 ULL 

データベースフル 

音量 HHliii 

立百 

曰ま 

C :32:00 

自己診断表示 


ヒストグラム 
• 表示不能のときは回び表 
おされます。 


团 


表示 

意睐 

• 

AE/AF □ック 

咖 

NR ス□—シャッター 

125 

シャッタースピード 

F 3.5 

絞り値 

IS 0400 

IS 日感度 

+2.0 EV 

露出補正値 

回囚 

測光モード 


フつツンユ 

AW 日秦 A 

、、1'、 "， A 

ホワイトバランス 

而品2 が； 

WB WB 


ホ瓜 

マク □/ 拡大鏡モード撮影 
• [表示設定]び[画像のみ]の 
場合に表示されます。 

そわし® 

フラッシュモード 
• [表示設定]び[画像のみ]の 
場合に表示されます。 
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表示 

意味 

録画 

スタンバイ 

動画撮影/スタンバイ 

0:12 

記録時間(分：秒） 

► 

再生 


再生バー 

0:00:12 

カウンター 

101-0012 

フオルダ-ファイル番号 

200811 

9:30 AM 

画儘の記録曰時 
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撮露/再生可能時囲と枚数 


バッテリー使用時間と撮影/再生枚数 


下の表は、満充電したバッテ U —（付属) 
で温度25での環境で使用した場合の目 
まです。また、撮影/再生枚数は"メモ 
U —スティックデュオ"を交換しなびら 
撮影/再生したとさの目まです。ご使用 
の状況によって記載よりかない数値に 
なる場合びあります。 


I 静止画撮影時 


使用時間 

撮影 巧数 

約130分 

約260枚 


• 撮影時の数値は政下の設定で撮穀した数値。 

一[撮震モー问：[通常撮影] 

- [AF モー问：[シングル] 

一 [手プレ補正]:[撮影時] 

-30 秒ごとに1回撮穀 
-1回ごとにズームを W 側、 T 側に交互に いつ 
ぱいにする 

- 2回に一度、フラッシュを発光する 
-1日回に一度、電源を入/切する 
• 測定方法は CIPA 規格による。 

に IPA :カメラ映像機器工業尝 、 Camera & 
Imaaing Products Association ) 

• 画像ヴイズによって使用時間/撮影枚数び変化 
することはありません。 


I 静止画再生時 


使用時間 

再生巧数 

約220分 

約4400枚 


• 約3秒ごとにシングル画面で順番に再生した 
数値。 


I 八"ッテリーについてのごを意 

• 使巧回数や経年変化により、バッテリー容量は 
低下します。 

• 次のよラな場合は使用時間と撮穀/再生枚数 
は、表示よりわかなくなります。 

一 周囲びほ温のとさ 
-フラッシュ多用時 
一 電源の入/切を繰り返したとき 
ー ズームを多用したとさ 
-バックライトを明るくしているとき 
- [ AF モード]び[モニタ U ング]のとき 
一 [手ブレ補正]び[笛時]のとさ 
ー バッテ IJ 一の容量び低下したとさ 
一 顔検出機能び働いているとさ 
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静止画の記録可能枚数と動画の記録可能時間 

記録枚数/時間は撮影状況および使用する記録メディアによって異なる場含びありま 
す。 

• 表示されている容量び政下の表と同じであってち、記録枚数/時間は異なる場合びあります。 

I 静止画の記録可能枚数の目を 


禅位：枚) 


容量 

サイズ 

巧蔵 
メモリー 

本機でフォーマットしたソモリースティックデュオ" 

約 15 MB 

128 MB 

256 MB 

512 MB 

1 GB 

2 GB 

4 GB 

8 GB 

10 M 

3 

32 

58 

120 

246 

496 

弓82 

1973 

5 M 

6 

51 

92 

190 

390 

78目 

1556 

3127 

3 M 

10 

81 

148 

305 

625 

1261 

2497 

5016 

VGA 

96 

782 

1420 

2932 

6000 

12102 

23956 

48138 

3:2(8 M ) 

3 

32 

58 

121 

248 

500 

弓90 

1990 

16:9(7 M ) 

4 

34 

61 

127 

261 

526 

1042 

2093 

16:9(2 M ) 

16 

132 

236 

489 

1001 

2018 

3995 

8025 


• 「撮霖モー问び[通常撮影]のときの枚数。 

• 静止画の記録巧能枚数び弓999枚より多いときは、「>99弓引と表示されます。 

• 当社の従来モデルで撮影した画像を再生すると、実際の画像サイズと異なって表おされる場合びあ0 
ます。 

I 動画の記録可能時間の目を 

政下の表は、動画ファイルを含計したとさの最大記録可能時間の目安です。連続撮影可 
能時間は約1日分です。 


禅位：時：分：砂) 


mm 

サィ;? 

内蔵 

メモリー 

本機でフォーマットした"メモリースティックデュオ" 

約 15 MB 

128 MB 

256 MB 

512 MB 

1 GB 

2 GB 

4 GB 

8 GB 

640 

(フアイン） 

- 

- 

0:02:50 

0: 船 00 

0:12:30 

0:25:10 

0:49:50 

1:40:10 

640 

(スタンダード） 

0:00:40 

0:05:50 

0:10:30 

0:22:00 

0:45:00 

1:30:50 

2:59:40 

6:01:00 

320 

0:02:50 

0:23:20 

0:42:30 

1:28:00 

3:00:00 

6:03:10 

11:59:00 

24:04:10 


• [640 (ファイン)]は、"メモ U - スティック PRO デュオ"のみに目己録でをます。 
• 動画は HD 対応していません。 
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巧障かな？とおった 5 

困ったときは、下記の流れに従ってください。 



•内蔵メモリーや BGM 機能を搭載した機種を修理に出した場合、それ5の内容を確認 
させていただく場合びあります。あ5かじめご了承ください。 


バッテリー • 電源 


本機にパ’ッテリーを入れられない。 

•バッテリー取りはずしつまみを押しなびら、正しい向きに入れる （7 ページ)。 


電源び入5ない。 

• 本機にバッテ U —を取り付けた後、電源び入るまでに時間びかかることびあります。 
•バッテリーび正し < 取り付けられているか醒認する （7 ページ)。 

•バッテ U —び消耗しています。充電されたバッテリーを取り付ける (6 ページ)。 
•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換する。 

•推奨バッテ U —をお使いください。 


電源び切れる。 

• 操作しない状態び3分 ULL 続くと、バッテリーの消耗を防ぐため、自動的に電源び切れる。 
電源を入れ直す (9 ページ)。 

•バッテリーの寿命です。新しいバッテリーと交換する。 
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バッテリーの残 量 表示び正しくない。 

•温度び極端に高いまたは低いところで使巧していると去の現象です。 

• 残量表示と実際の残量にズレび生じています。バッテ U —を一度使い切ってから巧電する 
と正しい表示に戻ります。 

•バッテ U —び消耗しています。充電されたバッテ U —を取り付ける (6 ページ)。 

•バッテ U —の寿命です。新しいバッテ U —と交換する。 

バッテリーを本体に入れた状態で充電でをない。 

• AC アダプター（別売)を使っての充電はでさません。バッテ1」ーチャージャー（付属)を 
使って充電してください。 


静止画/動画を撮る 


撮影できない。 

• 巧蔵方モ I 」一または"メモ U —スティックデュオ"の空き容量を醒認する （30 ページ)。 
いっぱいのとさは、下記のいずれかを行ラ。 

一 不要な画像を削除する （1 6ページ)。 

-"メモ U —スティックデュオ"を交換する。 

• フラッシュ充電中は撮慕で去ません。 

• 静止画撮該時は、撮影モードを IHli ； (がにする。 

• 動画撮慕時は、撮影モードを!^にする。 

• 動画撮謗時、画像サイズび[目40 (ファイン)]になっているとをは、下記いずれかを巧ラ。 
-画像サイズを [640 (ファイン)]政外にする。 

一 "メモ U —スティック PRO デュオ"を入れる。 


明るい被写体を写ずと、縦に尾を引いたような画像になる。 

• スミアという現象で、白や黒、ホ、紫などの縦線び出ます。故障ではありません。 


画像を見る 


再生できない。 

• ® (再生)ボタンを押す （16 ページ)。 

•パソコンでフォルダ/ファイルの名前を変更したためです。 

•パソコンで画像を加工したファイルや、本機 U (がで撮影した画像は本機での再生は保証い 
たしません。 

• USB モードになっています。 USB 接続を終了する。 

• スマイルシャッターびスタンバイのときは、再生できません。シャッターボタンを深巧し 
して、スタンパイを終了する。 

• 当社の従来モデルで撮影した"メモリースティックデュオ"では再生でさない場合びあり 
ます。フォルダビューで再生する （20 ページ)。 

•パソコン内の画像を 「Picture Motion 目 rowser 」 を使わずにソモ U — スティックデュオ" 
にコピーしたためです。フォルダビューで再生する （20 ページ)。 









ほ用上のご注意 


I 使巧/な冒してはいけない場所 

• 異常に高温、低温、またはを湿になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は特 
に高温になり、放置すると変あしたり、故障し 
た0することびおります。 

• 直射日光の当たる場巧、熱器具の近く 
変色したり、変あしたり、故障したりずること 
があ0ます。 

•激しい振動のある場巧 
• 強力な磁気のある場戸斤 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりの多い場所 
海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所な 
どでは、砂びかからないようにしてください。 
故障の原因になるばかりか、修理でさなくなる 
ことちあります。 

I 持ち運びについて 

ズボンやスカートの後ろポケットに本機を入れ 
たまま、椅モなどに座らないでください。故障や 
破損の原因になります。 

■お手入れについて 

液晶 画面ををれいにずる 

液晶画面に指紋やゴミび付いて巧れたとさは、 
液晶ク1」ー ニン グキット(別売)を使ってされい 
にすることをおすすめします。 

レンズををれいにずる 

レンズに指紋やゴ S び付いて巧れたとさは、柔 
5かい布などを使ってきれいにすることをおす 
すめします。 

表面ををれいにずる 

水やめるま湯をかし含ませた柔らかい布で軽く 
巧いたあと、からぶさします。本機の表面び蜜質 
したり塗装びはげたりずることがあるので、な 
下はご使用にならないでください。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞラき 
ん、虫除け、日焼け止め、殺虫剤のよラな化学 
雲品類 

• 上記び手についたまま本機を扱ラこと 
• ゴムやビニール製品との長時間の接触 

I 動作温度にごま意ぐださい 

本機の動作温度は約日で〜40でです。動作温度 
範囲を越える極端に寒い場所や暑い場所での撮 
影はおすすめでさません。 


I 結露について 

結露とは、本機を寒い場巧から急に暖かい場所 
へ持ち込んだとをなどに、本機の巧部や外部に 
水滴び付くことです。この：!犬態でお使いになる 
と、故障の原因になります。 

結露が起をたとをは 

電源を切って結露びな<なるまで約1時間放置 
し、結露びなくなってか日ご使用ください。特に 
レンスの内側に付いた結露び残ったまま撮影す 
ると、されいな画像を記録でさませんのでご注 
意ください。 

I 内蔵の巧電式パックアップ電池に 

つし、て 

本機は日時や各種の設定を電源の入/切に関係 
なくな持するために充電式電池を内蔵していま 
す。充電式電池は本機を使用している限り常に 
充電されていますび、使ラ時間び短いと徐々に 
放電し1か月程度まったく使わないと完全に放 
電してしまいます。充電してから使用してくだ 
さし、ただし、充電式電池び充電されていない場 
合でち、曰時を記録しないのであれば本機を使 
ラことびできます。 

内蔵の充電式/ くックアップ電池の充電方法 

本機に充電されたバッテ U —を入れて、電源を切っ 
たまま24時間な上放置する。 

1" メモリースティックデュオ"を廃棄/ 
譲渡ずるときのごま意 

本機やパソコンの機能による r フォーマッりや 
r 削除」では、ソモ U - スティックデュオ"内の 
データは完全には消去されないことびあります。 
"；><モ|」ースティックデュオ"を譲渡するとさ 
は、バソコンのデータ消去専用ソフトなどを 
使ってデータを完全に消去することをおすすゆ 
します。また、モ IJ ースティックデュオ"を 
廃棄ずるときは、"メモ U —スティックデュオ" 
本体を物理的に破壊することをおすすめします。 
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巧をのために 

\asmaa 


一 3ページをあわせてお読みください。 

下記のま意事項を守らないと、义災、大けびや死亡に 
いたる危害が発生することがあります。 


分解や改造をしない 

乂がや感電の原因となります。内部点 
検や修理はソニーの相談窓□にご巧 
頼ください。 


分角?禁止 


内部に水や異物(金属類や燃 
えやすい物など)を入れない 

火が、感電の原因とな0ます。万一、水 
や異物び入ったとさは、すぐに電源を切 
D 、 電池を取0出してください。 AC ア 
ダプターやバッテ U — チャージャーな 
どをコンセントから振いて、ソニーの相 
談窓□にご相談 < ださい。 

運乾中に使用しない 

自動車、オートバイなどの運転をしな 
びら、撮影、再生をしたり、液晶画面 
を見ることは絶対おやめください。交 
通事故の原因となります。 

撮影時は周囲の状況にを意を 
は5ラ 

周囲の状況を把握しないまま、撮影を 
行わないで < ださい。事巧やけびなど 
の原因となります。 

指定 LU がの電池、 AC アダプ 
夕一、バッテリーチャー 
ジャーを使わない 

火がやけびの原因となることびあり 
ます。 

機器本体や付属品、記録メ 
ディアは乳幼巧の手の届く場 
巧に置かない 

電池などの付属品や"メモ1」ース 
ティック"などを飲みこむおそれびあ 
ります。乳幼おの手の届かない屬所に 
置さ、お子様びさわらめようご注意く 
ださい。万一旣みこんだ場合は、直ち 
に医師にネ目談してください。 


0 

禁止 


0 

禁止 

0 

禁止 

0 

禁止 


0 


電池やショルダーベルト、ス 
トラップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、落下によりけ 
がの原因となることびあ0ます。 

また、ベ J レトやストラップに傷びない 
か徳巧前に確認して < ださい。 

電源コードを傷つけない 

熱器具に近づけたり、加熱したり、加 
エした D すると乂災や感電の原因と 
なります。また、電源コードを抜くと 
きは、コードに損傷を与えないように 
必ずプラグを持って抜いて < ださい。 

可燃性/爆発性ガスのある場 
所でフラッシュを使用しない 


〇 

指。 

0 

禁止 

0 

禁止 


フラッシュ、 AF イルミネー 
夕一などの撮影補助光を至近 
距離で人に向けない 

• 至近距離で使用ずると視力障害を 
起こず可能性びあります。特に乳幼 
おを撮影するときは、 Im け上はな 
れて < ださし'1。 

• 運転ちに向かって使用ずると、目び 
<らみ、事故を起こす原因となりま 
す。 


0 

禁止 
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|2：!^ま意1^^ 与えることびあります。 

乂が 感電 


水滴のかかる場所など湿気の 
をい場所やほこ0、油煙、湯気 
のをい場巧では使わない 

火災や感電の原因になることがあ0 
ます。 


0 

禁止 


めれた手で使用しない 

感電の原因になることびあ0ます。 


不ま定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた巧に置い 
たり、不安定な状態で兰脚を設置する 
と、製品び落ちたり倒れたりして、け 
がの原因となることびあ0まず。 

コード類は正しく西日置ずる 

電源コードやバソコン接続ケープル、 
A/V 接続ケースレなどは、足に引っ掛 
けると製品の落下や転倒などにぶ D 
けがの原因となることびあるため、充 
分注意して接続 • 配置してください。 

通電中の AC アダプター、バッ 
テリーチャージャー、巧電中 
の電池や製品に長時間ふれな 
い 

長時間皮膚び軸れたままになってい 
ると、低温やけどの原因となることび 
志0ます。 

使用中は機器を巧で覆ったり 
しない 

熱びこちってケースび変形したり、火 
災、感電の原因となることびあります。 

長期間使用しないとをは、電 
源をはずす 

長期間使用しないときは、電源プラグ 
をコンセントからはずしたり、電池を 
本体からはずして保管して < ださい。 
火災の原因となることびあ0ます。 


めれ手禁止 

0 

禁止 

〇 

指示 

0 

禁止 


0 

禁止 



つラグをコン 
セントから巧く 


フラッシュの発光部を手でさ 
わらない 

フラッシュ凳光部を手で覆ったまま 
葬光しなレで < ださし、発光後ち発光 
部に手を轴れないでください。やけど 
の原因となります。 


0 

禁止 


レンズや液晶画面に衝撃を与 
えない 

レンズや液晶画面はガラス製のため、 
強い衝撃を与えると割れて、けびの原 
因となることびあります。 


0 

禁止 


電池やが属品、記録メディア、 
アクセサリーなどを取0はず 
ずときは、手をそえる 

電池や’’メモI」 ース ティ 、ソゲな どげ 
飛び出ずことびあり、けがの原因とな 
ることびあ D ます。 


〇 

指 
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電池についての 
安を上のご注意とお願い 


漏液、発熱、発火、破裂、誤飲による大けびや 
やけど、火災などを避けるため、下記のを意事項 
をよくお読みください。 


12^危険 I 

• 乾電池型充電式電池.バッテ1」 一 禁止 

バックは指定された J (ッテ U - 
チャージャー拭外で巧電しない。 

• 電池を分顆しない、义の中へ入れな 
し、、電モレンジやオープンで加熱し 
ない。 

• 電池を火のそばや炎天下、高温に 
なった車の中などに放置しない。こ 
のような場所で巧電しなし、。 

• 電池をコインやヘアーピンなどの 
金属類と一緒に携帯、保管しない。 

• 電池を水 • 海水 • 牛乳 • 清涼飲料水. 

石驗水などの液体でめらさなし、め 
れた電池を充電したり、使巧したり 
しない。 


A 警告 

電池を A ンマーなどでたたレたり、 
踏みつけたり、落下させたじするな 
どの 衝撃や力を与えない。 

アルカリ電池/ニッケルマンガン電 
池は巧電しない。 

外装シールをはびしたり、傷つけた 
0 しない。列装シールの一部また 
は、すべてをはびしてある電池や破 
れのある電池は絶対に使用しなし、。 


应注意！ 

• 電池は、+、一を確かめ、正しく入れ 
る。 

• 電池を使い切ったとさや、長期間使 
用しない場合は機器から取り出し 
てお<。 

• 新しい電池と使巧した電池、種類の 
違う電池は混ぜて使わない。 


0 

禁止 


〇 

指巧 


0 


お願い 


U チウムイオン電池とニッケル水素電池は U 
サイクルでをます。不要になったこれらの電池 
は、金属部にセ QA ンテープなどの絶縁テープ 
をおってリサイクル協力店へお持ち下さい。 


鎮 鎮 

Li-ion Ni-MH 

u チウムイオン電池 ニッケ j レ水素電池 


巧電式電池の回の*リサイクルおよびリヴイク 
ル協力店については 

有限責任中間法人」 BRC ホームぺージ 
http :// www . jbrc . net / hp / contents / index . 
html を参照して下さい。 
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保証書とア フターヴー ビス 


I 記録内容の補償はでをません 

万一、デジタルスチルカメラや‘方モリース 
ティックデュオ’などの不具合などにより記録 
や再生されなかった場合、記録内容の補償につ 
いては、ご容赦ください。 

I 保証書は国内に限5れていまず 

このデジタルスチルカメラは国内仕様です。外 
国で万一、事故、不具合び生じた場合の現地での 
アフターサービスおよびその費用については、 

ご容赦 < ださい。 

I 保証書 

• この製品には保証書び濡付されていますので、 
お買い上げの際お買い上げ店でお受け取りく 
ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
上、大切に保をしてください。 

I アフターサービス 

調子び悪いとさはまずチェックを 

"故障かな？と思ったら"の項を参考にして故障 
かどラかお調べください。それでを具合の悪し、 
とさはソニーの相談窓□にご相談<ださい(裏表 
紙)。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
きます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望 
によ0有料 f 度理 させて いたださます。 

部品の交換について 

この商品は修理の際、交換した部品を再生、再利 
用する場合びあります。その隙、交換した部品は 
回収させていたださます。 


部品の巧有期間について 

当社はデジタルスチルカメラの補修用性能部品 
(製品の機能を維持するために必要な部品)を製 
造打ち切り後7年間保有しています。この部品 
保有期間び経過したあとち、故障箇所によって 
は修理可能の場合びあ0ますので、ソニーの相 
談窓□にご相談 < ださい(裏表紙)。 

修理をお受けになる前に 

内蔵メモリーのバックアップをお取りください。 
修理によってデータが消去または変更された場 
合、記録内容の保障についてはご容赦ください。 
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まな仕様 


本巧 

[システム] 

撮像素モ： 7.7 mm (1/2.3 型）カラー CCD 原色フィ 
ルター 

総画素数：約1030万画素 

カメラ有効画素数：約……万画素 

レンズ： 

力ールツァイスバリオ•テッサー 5倍ズームレ 
ンズ f =5.8 〜 29.0 mm (33 ~ 1 65 mm (35 mm 
フィルム換算値)）、 F 3.5 ( W ) 〜 4.4 几） 

露出制御：自動、シーンセレクション （11 モード） 
ホワイトノ くランス：オート、太陽光、曇天、壁光灯し 
2、3、電球、フラッシュ 

水中ホワイトバランス；才ート、水中1、2、フラッ 
シュ 

記録方式 ( DCF 準拠）： 

静止画： ExifVer .2.21 JPEG 準拠、 DPOF 対応 
動画： MPEG 1 準拠(モノラル） 

記録メディア：内蔵メモリー約15 MB 、 "メモリース 
ティックデュオ" 

フラッシュ：撮影範囲り SO 感度雕奨露光指数)び 
オートのとを） 

約 0.1 〜 3.5 m ( W ) /約 0.8 〜 2.7 m ( T ) 

[入出力端子] 

マルチ 接続端子 映像出力 

音声出力(モノラル） 

USB 通信 

US 目通信： Hi-Speed USB (USB 2.日準拠） 

[お晶画面] 

液晶パネル： 

ワイドり6 : 9) 、 8.8 cm (3.5 型) TFT 駆動 
総ドット数： 23 日 400 (960 X 240) ドット 

[電源 • その他] 

電源： U チャージャプルバッテ U —バック 
NP - BD 1.3.6 V 
NP - FD 1 (別売)、 3.6 V 
AC アダプター AC - LS 5 K (別売)、 4.2 V 
消費電力(撮影時）： 1.0 W 
動作温度： 〇〜40で 
保を温度：一 20〜+60。0 
外形寸法： _ 

94.0 X 59.3 X 21.4 mm (幅 x 高さ x 與行き、突 
起部を除く） 

本体質量(バッテ U - NP - BD 1 、ストラッスペイン 
トペンなど含む）：約177 g 
マイク□ホン：モノラル 
スピーカー:モノラル 
Exif Print : 対応 

PRINT Image Matehing III :対応 
PictBridge :対応 


パッテリーチャージャー BC-CSD 

定格入力 ： AC 1日日 V 〜240 V 、50/60 Hz , 2.2 W 
定格出力 ： DC 4.2 V 、 0.33 A 
動作温度：日〜4日ご 
保存温度：一20〜+ 6日 ’C 

列■形寸法：約 62X24X91 mm (幅 X 高さ X 奥行を) 
本体質量：約75 g 

リチャージャブルバ•ッテリーパック 
NP - BD 1 

使巧電池： U チウムイオン蓄電池 
最大電圧： DC 4.2 V 
公称電圧 ： DC 3.6 V 
容量： Z 4 Wh (680 mAh ) 

本隱や付属品の仕様および外観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承ください 
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商標について 

• 仁 yber-shot "サイバーシヨット"はソニー株 
式を社の商標です。 

- ‘ MemoryStick ’、 "メモリースティック"、 
‘Memory Stick PRO ’’、 ‘メモ U - スティック 
PRO " 、 Memory Stick PRD 、 "Memory Stick 
Duo "、 "^モ U — スティックデュオ’、 

Memory Stick Du 日 、 "Memory Stick PRO Duo "、 

‘メモ ij — スティック PRO デュオ’、 

Memory Stick PRO Quo' "Memory Stick 
PRO-HG Duo ’、 "メモ U - スティック PRO-HG 
デュオ’、 Memor け ti [ kPR 0 -H 日 Duo 、 ソモ1」ース 
ティックマイク □"、" MagicGate "、 "マジック 
ゲー ト’および M 八 gicG 八 TE は ソニー 株式 
を社の商標です。 

• ‘ブラビアプレミアムフォト"はソニー株式を社の 
商標です。 

• ‘InfoLITHIUM (インフォ1」チウム)"はソニー株式 
を社の商標です。 

• Microsoft ' Windows 、 DirectX、Windows Vista 
は、米国 Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標または商標です。 

• Macintosh、Mac OS 、 iMac 、 iBook 、 PowerBook 、 
Power Mac 、 eMac は Apple Inc の登録商標また 
は商標です。 

• Intel 、 MMX 、 Pentium は Inte に orporation の登 
録商標または商標です。 

• Adobe 、 Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社)の米国ならび 
に他の国における商標または登録商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製品名 
は、一般に各開諾メーカーの登録商標あるいは商 
標です。なお、本で中には™、®マークは明記してい 
ません。 
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困つたとをは(サポートのごま巧) 


ホームページで調べる 

サイバーシヨットおよび付属ソフトウエアの最新ヴポート情報(製品に関する 
■■ E 9 QM 、 パソコンとの接続ちまなど）はこちらのホ-ムぺ-ジから 

I http :// www . sony . co . jp / cyber - shot / suppo け/ 

サイパーシヨットオフィシャル WEB サイト 
http :// www . sony . cojp/cybe 卜 shot / 

サイバーシヨットの最新情報、撮影テクニック、アクセサ U —などに関する情報 
を掲載しています。英語の取损説明書のダウン□ー ドわできます。 

(English manual download service is available .) 

メモリースティック対応表 

使用可能な"方モ U -スティック’’ を確認でさまず。 

また、その他の"^モ1」ーステイック"に関する情報も確認でさます。 

http :// www . sony . co . ip / mstaiou / 


電話で問い合わせる（ソニーの相談窓口） 

♦ 使い方相談窓 □ 

フリーダイヤル . 0120 -333-020 

携帯 • PHS • -部の IP 電話 .0466-31-2511 

上記ま号へ接続後、最初のガイダンスが流れている間に「401」+ r #」 を押して 
ください。直接、担当窓□へおつなざします。 

修埋相談窓 □ 

フリーダイヤル . 0120-222-330 

携帯 - PHS • -部の IP 電話 .0466-31-2531 

上記ま号へ接続後、最初のガイダンスび流れている間に「401」+ r #」 を押して 
ください。直接、担当窓□へおつなざします。 

ホームぺージ http :// www . sony . co . jp / di - repair / 

FAX (共通）:01 20-333-38 弓 

受付時間:月〜金9:00〜20:00 ±•日•祝日9:00〜17:00 


■カスタマー登録のごま内 


サイ/トシヨット 

カスタマ- 
き録 


カスタマー登録していただ<と、まむ•便ネリな各種サポートび受けられます。 
詳しくは、同捆のチラシ r カスタマー登録のご案内」もしくはご登録 WEB サイト 
をご覧ください。 

http :// www . sony . co . Jp/d 卜 usbregi / 

登録搂は登録者専巧お問い合わせ窓□をご利巧いただけます。 

詳しくは下記の URL をご覧ください。 

http :// www . sony . co . ip / cyber - shot / contact / 


ソニー株式会社 干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 http :// www . sony . co . jp / 


この説日月書は、古紙 70%1 ツ上の再生紙と、 V 0 C (揮発性有 
機化合物)ゼ□植物油型インキを使用しています。 


Printed in Japan 
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